
 
 

小学生のマット運動における「前転」の習熟レベル 
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【抄 録】 

器械運動のマット運動において, 前転は基本となる技であり, その発展技には開脚前転や伸膝前転

がある。練習時間を多く設けることが難しい学校体育において, 開脚前転や伸膝前転を習得していくた

めには前転を学習する段階でその技術の習熟レベルを高めていくことが重要であるが, それができてい

ない実態があると考えられる。本研究では小学生を対象に前転の技術の習熟レベルについてその実態

を明らかにし, 今後の器械運動あるいはマット運動の指導に寄与する知見を得ることを目的とした。対象

者は, M 小学校に通う健常児（2012 年：男子 197 名, 女子 175 名, 計 372 名, 2013 年：男子 215 名, 

女子 179 名, 計 394 名, 2014 年：男子 216 名, 女子 178 名, 計 394 名）とした。評価の対象とした 2

回の試技について, （公財）日本体操協会公認審判員の資格を持つ者 3 名が評価を行った結果, 前

転の運動課題の達成について「できていない」とされる学習者が確認され, 「順次接触技術」と「伝導技

術」の習熟が必要と推察された。また, 順次接触技術の習熟レベルは高い傾向にあるが, 伝導技術の

習熟レベルは低い傾向にあった。そして, 前転の発展技を習得するためには, 小学校のマット運動の授

業における前転の指導で学習者が伝導技術の習熟レベルを高めていけるような指導が必要であり, そ

れを実現するためには, まず指導する者が前転における伝導技術の重要性を認識しなければならない

と考えられた。 
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